
◎ ⼥性に多いがんは？

⼥性特有のがんとして、⼦宮頸がんは若年者での増加が問題となっており、20 歳代後半から急増し 30
歳代後半まで増加した後、横ばいになり、70 歳代後半から再び増加します。⼀⽅、⼦宮体がんは 40 歳
代後半から増加し、50 歳代から 60 歳代にピークとなりますが、近年は年齢に関係なく増加傾向にある
ので「不正出⾎？」「いつもとおりものの様⼦が違う？」と思ったらなるべく早く産婦⼈科を受診してく
ださい。また、⼥性の乳がんは 30 歳代から増加しはじめ、40 歳代後半から 50 歳代前半にピークを迎
え、その後はしだいに減少します。乳がんにかかる⼈の数は、乳がんで死亡する⼈の数の３倍以上です。
⼦宮がんも乳がんも早期発⾒できれば⽣存率が⾼いがんなので、無症状での検診や、ちょっとした症状
を⾒逃さないことがとても重要なのです。

◎ 定期的に乳がん・⼦宮がん検診を受けよう

がん検診の⽬的は、がんを早期発⾒し適切な治療を⾏うことで、がんによる死亡を減少させることです。
特に⼥性の患者数が多い 5 つのがんは、すべて国がすすめるがん検診に含まれています。しかし、⽇本
では死亡率減少効果が⾼い⼦宮頸
がんや乳がんの検診受診率でさえ
約 30〜40％と、とても低い現状が
あります。症状がなくても、2 年に
⼀度は乳がんや⼦宮頸がん検診を
受けることの⼤切さを知ってくだ
さい。国がすすめるがん検診のほと
んどは、お住まいの⾃治体の補助を
受けられます。がん検診は職域検診
や⼈間ドックなどでも受けること
ができます。
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